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各地からクリスマス会の話題が聞こえてくる時期となりました。今回は、カトリック東京ボラ

ンティアセンター（CTVC）の山﨑さんから亘理ボラパックについての活動と、いわき教会佐々
木三代子さんから「チーム平・堂根」の炊き出しについてご紹介いただきました。   

また、亘理地区を支援している団体が集まり、支援方法についての話し合いがもたれ、「チーム
亘理」が結成されましたので、ご報告させていただきます。 

 
 

 
     
CTVC では、2011 年 10 月より短期間のボランティアツアー（ボラパック）を宮城県亘理町・

山元町で行っています。CTVC がボランティアを募集して実施する「公募型」と、グループ単位
でボランティアを受け入れる「企画型」があります。当初は公募型を想定して始まったボラパッ
クですが、圧倒的に企画型の開催が多くなり、特に春休みや夏休み期間中、カトリック学校や教
会の皆様にご参加いただいています。 

11 月の 3 連休に 1 年ぶりとなる公募型ボラパックを行いました。今回はフォトフレーム作り
のワークショップとお茶っこを組み合わせたイベントを開催することにしました。ワークショッ
プの講師は、石巻ベースで活動経験のあるボランティアさんです。東京からのボラパック参加者
と原町ベースのボランティアがアシスタントとして加わりました。 

11 月 3 日に亘理町・公共ゾーン仮設住宅集会所で行った「わたりカリタスカフェ」には、ひ
とつ気がかりなことがありました。「11 月 3 日は町民文化祭とか図書館のお祭りとか、イベント
が多いんですよ。カフェをしてくれるのは嬉しいけど、あまり人が来ないかも…。」と、事前に職
員さんに言われていたからです。当日、おそるおそる集会所をのぞくと、すでに数名いらしてい
ました。中には「文化祭に出展してたんだけど、お友達に片付けを頼んで帰ってきちゃった。」と
笑顔で迎えてくださった常連さんの姿も。 

カフェが始まると次々と入居者が集まり、ワークショップ用のテーブルが満席になりました。
大人も子どもも集中して取り組み、個性豊かなフォトフレームが完成しました。 

 
翌日の「やまもとカリタスカフェ」の会

場は、山元町・JR 山下駅近くの臨時集会所
です。山下駅は津波被害により現在運休中
で、新駅は内陸側に建設予定です。また、
この地区は町から危険区域に指定され、住
宅を新築するには基礎のかさ上げが必要と
なります。そのため人口は震災前の 3 分の
1 以下に減少しています。 

こちらでの心配ごとは天気でした。臨時
集会所は住民の皆さんで管理運営を行う
「みんなのとしょかん」の敷地内に設置さ
れたのですが、実はまだ屋根がありません
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でした。「青空のもとで楽しくやりましょう。」と地元の方に励ましていただいていたものの、天
気予報では当日は雨。さらに楽天の日本一も決まり、喜びにわく宮城県。カフェになんか来ない
のでは…という予感までしてきました。 

予報通りの雨が降り、場所の変更も考えつつ会場に到着した瞬間、不安はなくなりました。前
日に地元の方が臨時集会所にブルーシートの屋根を作ってくださっていたのです。まるで水族館
のような青い空間で、ワークショップが始まりました。 

仮設住宅でのイベントの場合は、チラシのポスティングや集会所にポスターを貼ってお知らせ
するのですが、ここでは地元の方にチラシ配布をお願いして参加の呼びかけをしていただきまし
た。そのおかげでご近所さん同士でお集まりいただき、明るく和やかな会になりました。「なんか
作業があんの？」と作業着姿でいらした方も、ワークショップのことをお伝えすると「なぁんだ。」

と手袋を脱ぎ捨て、輪の中に入ってくださいまし
た。図書館に笑い声が響き、また皆さんに会いに
来ようとの思いを新たにしました。 

亘理ボラパックを行うにあたって、宮城県南地
区の皆様に大変お世話になっております。毎回被
災体験のお話をうかがう機会を入れていますが、
亘理教会の皆様にご協力いただきながら実施す
ることができています。また、ベースを持たない
私たちは白石教会を宿泊場所としてたびたび利
用させていただいています。皆様の温かいご支援
に感謝しながら、今後も活動を継続していきたい
と思います。 

 
 

 
 
 
  
11 月 12 日（火）、亘理教会において宮城県亘理郡亘理町・山元町で支援活動を行うグループ

が一堂に会するミーティングが行われました。 
2011 年 3 月 11 日の震災以降、全国からたくさん

の支援があり、それぞれが現地のニーズに応える形で
物資支援や仮設住宅での傾聴カフェやイベントなどの
活動を実施してきました。亘理郡の津波被害は広範に
及び、そのため現在も継続して活動を行っているグル
ープは、それぞれに異なる仮設住宅で支援活動を展開
しています。 

それらのグループは、ベースを持たず定期的に現地
を訪れる形で支援活動をしているため、互いに知り合
う機会が少なく、横の連携が取りづらい現状がありま
した。 

そこで今回、亘理郡で活動しているグループの情報共有、連携、活動の相互扶助、悩みや課題
の共有などを目的として、この集まりが企画されました。 

チーム亘理発足！ 
    カトリック東京ボランティアセンター（CTVC） 辻 明美 
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参加者は、カトリック亘理教会からホセ神父、長嶋さん、清野さん、カトリック八木山教会「八
木山オリーブの会」から野田さん、さいたま教区から藤田神父、仙台教区サポートセンターから
小野寺神父、小野次長、シスター長谷川、原町ベースから前田、CTVC から亘理担当の山﨑と事
務局の漆原、辻の 12 名が参加しました。 

まず、参加者の自己紹介と活動紹介を行い、その中で、それぞれが今抱えている問題、課題の
共有を行いました。 

その中で出てきたのが、活動の継続によるボラ
ンティアの疲弊とプレッシャーでした。ほぼ固定
化したボランティアが定期的に仮設住宅に通う
ことで、入居者の方とそれだけ親しくなり、信頼
関係も築けるというポジティブな成果があった
と同時に、いつまで続くかわからない活動への疲
れや、活動のマンネリ化やネタ切れなどによる息
切れが生じしている状態であると、あるグループ
から現状の分かち合いがありました。 

 
それに対し、他のグループから、各々の体験談や活動例、助言などが飛び交い、活発な意見交換

が行われました。他のグループが実施した経験の分かち合いから、映画上映や誕生会、足湯など
のアイディアがあがり、今後、条件が合えばそれらのグループを紹介するなど、お互いに協力関
係を築き状況の打開につなげていこうという話になりました。 

また、ただ横に座り一緒にお茶を飲むという「お茶っこ」の原点に返り、「寄り添う」ことを徹
底して行うことの大切さを皆でもう一度共有する機会にもなりました。 

 
個々のグループだけでは乗り越えられない悩みや課題も、同じ地域で支援活動を行うグループ

がそれぞれの体験、課題、情報を共有し、お互いに協力することで、個々の負担を軽減し、励ま
しあい、息の長い活動を継続することができる。この集まりを「チーム亘理」（仮称）と名付け、
今後も継続して行うことを参加者全員で決定しました。 

チーム亘理は、まさに「チーム」として、一つのコミュニティとして互いに支え合い、助け合
いながら、これからも活動を続けます。 

 
 
 
 

さいたま教区栃木地区の活動  八木山教会「オリーブの会」の活動  
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 秋晴れというには、少し肌寒くなった 11 月 17 日（日）、いわき市の津波被災者の方々251 世
帯が入居している 14 階建ての内郷（うちごう）雇用促進住宅前の広場で、「砂子田（すなごだ）
秋祭り」が行われました。今回で 4 回を数える「祭り」は、春は「さつき祭り」、秋は「秋まつ
り」と年２回行われるもので、被災者の皆さんがとても楽しみにしている行事です。 
 いわき教会のボランティアグループ「チーム平・堂根」は、この雇用促進住宅で毎月 2 回、「お
茶のサロン」を開き、おいしいお茶とお菓子をいただきながら、あるときは漁師である夫が働い

ていた時の忙しいけれど充実していた話、今後
のめどがたたない生活への不安などの話、お孫
さんが就職したという話など、喜びにつけ悲し
みにつけ、話を聞きながら、被災者の方々に寄
り添い続けています。 

そして、外に出て、人と交わろうとしない住
民の方々の交わりの場となれば、さらに、日頃
は仕事に出ていて、「お茶のサロン」に出かけ
られない人々にも出会いたいという希望を実
現するため、年 2 回のこの「炊き出しのお祭」

を企画しています。 
 今回もチーム平・堂根を中心に、企画が練られ、協力の申し込みもあり、準備が進められ、当
日を迎えました。 
 自治会長の大河内さんの「震災以降、毎年この催しをしていただき、サロンを毎月開いてくだ
さり、私たちは元気づけられました。ご支援を糧にがんばっていきたい」というお言葉で始まり
ました。 
 11 時 40 分からは、福島ダルクの方々の「焼きそば」、大和教会の方々のベトナムの「スープ
や春巻き」、フィリピンの「ココナッツ餅」、聖ビンセンシオ・ア・パウロの愛徳姉妹会の「おで
ん」、シャルトルの聖パウロ会のシスターの和菓子とキノコご飯、被災者の方々の作った「つくね
汁」「白米とお漬け物」「田楽」などなどが提供され、住民の皆さんが大喜びで、家族やご近所の
人たちと一緒に楽しんでおられました。 
 出し物として、ダルクは「飯豊権現太鼓」を勇壮
に打ってくださり、大和教会はリマの踊りを提供し、
フィリピンの人々の歌と踊りがおこなわれました。 
 今回、新たな出し物は、落語があったことと、マ
ジック・ショーが開かれたことでした。また、司教
様とのじゃんけん大会はお土産付きということで、
子どもだけではなく、大人にも大人気で長い行列が
できました。 
 最後は、チーム平・堂根の方々、協力者たちと共
に、すべていわき教会に集まり、平賀司教様のミサ
に参列し、次回の出会いを約し、恵み豊かな１日を
閉じました。 

砂子田(すなごだ)秋祭り 開催 
－協力者、雇用促進住宅に住む被災者とともに－ 

           いわき教会 チーム平・堂根  佐々木 三代子 

お祭り初登場の「ベトナム春巻き」♪ 


